様式１
福井県科学学術大賞候補者推薦書兼応募書

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　福 井 県 知 事　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者・応募者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所 属 名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　  　

　福井県科学学術大賞候補者として、下記のとおり推薦、応募します。

	推薦分野　＜○印をつけてください。＞
　　１．物理　　　２．化学　　　３．生物　　　４．生理学・医学　　　５．経済

	候 補 者（グループの場合は代表者）

	
	（ふりがな）
	
	
	

	
	氏　　名
	
	
	

	
	
	
	

	
	生年月日
	　　　　　　年　　月　　日　（　　　歳）応募締切日現在
	

	
	
	
	

	
	現 住 所
	（〒　　　－　　）  
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	所　　属
	
	役　職
	
	

	
	
	
	

	
	所属住所
	（〒　　　－　　）
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	略　　歴
	＜最終学歴、職歴・研究歴について、古いものから順に記入してください。＞
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	
	

	
	受 賞 歴
	＜過去に推薦分野での本賞以外の受賞があれば、時期・表彰名称・表彰業績名・表彰主催団体名を記入してください。＞
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	
	




	業績内容（１）

	
	業 績 名
	
	

	
	
	
	

	
	研究・開発等の時期
	　　　　年　　月～　　　　年　　月（計　　年　　月）
	

	
	
	
	

	
	実用化の時期
	　　　　年　　月
	

	

	
	
	

	①
	業績要約
	＜研究の目的、研究の成果など業績の要約を３００文字程度で記載してください。なお、記載に当たっては別紙記入例を参照し、平易な表現でお願いします。＞
	

	
	









	　
	

	
	
	
	

	
②
	業績内容
	＜業績内容の全体について、研究・開発等の内容、創造性・独創性・特徴・従来との相違点等について、簡潔かつ具体的に、当該分野の専門以外の方にも理解できるように記載してください。＞
	

	
	








	
	

	
	
	
	




	②　業績内容＜続き＞

	
	








	
	

	
	
	
	




	 ②－１　創造性・独創性
　 　　　　　　　　＜業績の創造性・独創性についてポイントを絞って記載してください。記載に当たっては、当該業績について新たな技術開発につながることや次の研究段階への移行など特記すべき事項がある場合は併せて記載してください。＞

	
	
















	
	

	
	
	
	

	
	②－２　業績効果　＜業績の効果の受ける範囲や他分野への応用など業績の効果面について、ポ
　　　　　　　　　　イントを絞って記載してください。＞
	

	
	









	

	

	
	
	
	

	
	②－３　研究手法　＜研究方法が従来の方法とは異なるなど業績の進め方について、特筆すべき
　　　　　　　　　　事項がある場合は記載してください。＞
	

	
	



	

	

	
	
	
	




	＜今回応募する業績における産業の振興や地域の活性化、住民の福祉の向上の
③　社会への貢献　　活性化、住民の福祉の向上について、製品等の販売状況や雇用状況、他の技術
　　　　　　　　　　　分野への波及なども含めて具体的に記載してください。＞

	
	
















	
	

	
	
	
	

	
	③－１　発展性　 ＜今回応募する業績について、企業や他大学と連携した研究や新技術の開発
　　　　　　　　　　 や難病の早期診断につながるなど特記すべき事項がある場合は記載してく
ださい。＞ 
	

	
	










	

	

	
	
	
	

	
	③－２　開発実績等  ＜今回応募する業績について、新製品や新薬の開発の実績や見込みなど
特記すべき事項がある場合は記載してください。＞
	

	
	











	

	

	
	
	
	




	業績内容（２）

	
	背景等
	＜研究・開発等の背景と候補者本人の主体性について記載してください。＞
	

	
	





















	
	

	
	
	
	

	
	業績に関する特許・実用新案
	

	
	










	（登録番号、名称、出願（登録）年月日、特許概要等）

	

	
	
	
	

	
	業績に関する主要論文、著書
	

	
	










	（論文名、掲載誌名（巻号、発表年月）、著書名、概要等）

	

	
	
	
	




	業績内容（３）

	
	共同研究等の有無
	＜業績に関して共同研究者等がいる場合に記載してください。＞
	

	
	
	共同研究者所属・氏名
	
	

	
	
	候補者の貢献度
	　　　　　　　　　　　　　　　　　％
	

	
	
	
	

	
	そ の 他
	＜業績に関する補足説明等がある場合に記載してください。＞
	

	
	











	
	

	
	
	
	

	連 絡 先（推薦事務担当者、応募者）
	

	
	（ふりがな）
	
	
	

	
	氏　　名
	
	
	

	
	
	
	

	
	所　　属
	
	役　職
	
	

	
	
	
	

	
	所属住所
	（〒　　　－　　）
	
	

	
	
	
	

	
	
	TEL
	
	FAX
	
	

	
	
	e-mail
	
	
	

	
	
	
	
	
	



（記入上の注意）
１．当該分野の専門家以外にも理解できるよう分かりやすく簡潔に記載してください。
２．業績内容の記載欄が不足する場合は、適宜、欄を拡大するなどして記載してください。
３．業績内容と関係のない記載はしないでください。
４．経済における実用化の時期や特許など、分野により記載が困難な場合は、記載しなくても結構です。
５．候補者がグループの場合は、グループ名、グループ人数、代表者以外の構成員を別紙グループ調書に記載してください。

（参考提出資料）
１．受賞歴に記載したすべての受賞について、表彰状の写（加えて受賞の概要がわかる表彰主催団体の対外発表資料、新聞記事等があればその写）
２．技術や製品等を紹介したパンフレット等
３．本推薦書に記載した特許、実用新案、論文、著書の写のうち主たるもの（各１点）　
４．業績が記載された新聞記事の写
５．推薦団体等および候補者の所属団体等の概要がわかる資料（パンフレット等）
（別紙）
グ　ル　ー　プ　調　書


	グループ名
	

	グループ人数
	
	人



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　№　　　　
	グループの構成員

	
	（ふりがな）
	
	
	

	
	氏　　名
	
	
	

	
	
	
	

	
	生年月日
	　　　　　　年　　月　　日　（　　　歳）応募締切日現在
	

	
	
	
	

	
	現 住 所
	（〒　　　－　　）
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	所　　属
	
	役　職
	
	

	
	
	
	

	
	所属住所
	（〒　　　－　　）
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	略　　歴
	＜最終学歴、職歴・研究歴について、古いものから順に記入してください。＞
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	
	

	
	受 賞 歴
	＜過去に推薦分野での本賞以外の受賞があれば、時期・表彰名称・表彰業績名・表彰主催団体名を記入してください。＞
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	　　年　　月　
	

	
	
	
	



（記入上の注意）
１．構成員の人数分を複写して記載してください。



（別紙記入例＜①業績要約関係＞）
	

	
	








	（例１）
　蚕の繭を絹にする過程で出る廃液に含まれる、セリシンというタンパク質が、保水・保湿効果など有用な機能を持つタンパク質であることを明らかにしました。
　また、セリシンの工業的な分離精製技術を世界で初めて開発したことにより、繊維加工などの化成品原料、化粧品原料、バイオ関連原料など多分野で利用できることとなり、絹産業の新しいビジネスモデルの確立に貢献しました。

（例２）
　薬は、注射や皮膚への塗布、口からの飲み込み等、さまざまな形で体内に吸収されますが、その効果が発揮される部位は様々です。このうち、細胞表面にある受容体と呼ばれる分子を標的とした薬は、薬と受容体の組合せが正しいかどうかが効き目の大きな鍵を握ります。今回、新たな受容体が発見され、適切な薬と正しく組合せる道が開かれたことにより、病気で悩む多くの患者の症状の改善に寄与することが期待されています。
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